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二
〇
〇
九
年
法
人
方
針

新
た
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
、
二
〇
〇
九
年

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
院
が
鹿
島
本
町
よ
り
現
在
地
に
移
転
し
て
き
た

の
が
一
九
〇
九
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
百
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
百
年
と
い
つ
時
の
流
れ
の
中
で
、
地
域

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
困
難
に
打
ち
勝
ち
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
医
療
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
た
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

が

「医
療
崩
壊
」
と
の
見
出
し
で
連
日
報
道
し
て
い

ま
す
よ
う
に
、
医
療
は
激
動
の
時
代
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
当
法

人
は
皆
さ
ん
の
弛
み
無
い
努
力
の
お
か
げ
で
健
全
な

運
営
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
の
病
院
機
能
評
価
更

新
で
は
中
項
目
評
点
五
が

一
二
個
、
評
点
四
以
上

が
評
価
項
目
の
九
割
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世

界
三
大
格
付
け
会
社
の
一
つ
で
あ
る
フ
イ
ッ
チ
レ
ー

テ
ン
グ
ス
よ
り
二
年
連
続
、
”
口
”
格
で
ア
ウ
ト
ル
ッ

ク
は
安
定
的
と
の
国
際
格
付
け
を
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
法
人
の
財
務
内
容
が
高
く
評
価

さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
超
高
齢
社
会
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
た
地
域
の
需
要
に
対
応
し
た
保
健

（予

防
）
。
医
療

。
福
祉

（介
護
）
分
野
へ
の
総
合
的
な

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

国
の
方
針
も

「治
す
医
療
」
か
ら
、
「支
え

る
医
療
」
へ
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

百
年
の

」の
節
日
の
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
更
な
る
飛
躍
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
法
人
の
方
針
は
、
時
代
の
一―
ズ
に
沿

っ
た

『
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ろ
ア
ム
の
構
築
』
が
キ

ー
ワ
ー
ド
で
す
。
各
分
野
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携

に
向
け
て
、
情
報
の
一
元
化

。
共
有
化
を

一
気

に
進
め
、
全
国
モ
デ
ル
と
な
れ
る
よ
う
な
理
想
の

地
域
医
療
実
現
の
た
め
、
全
ス
タ
ッ
フ
が

一
丸
と

な
っ
て
勇
往
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、
各
部
門
間

の
壁
を
取
り
払
い
、
質
の
局
い
、
効
率
的
な
組
織

運
営
を
目
指
し
、
業
務
内
容
の
抜
本
的
見
直
し

～
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ろ
ア
ム
の
構
築
～

特
定
医
療
法
人
祐
愛
会

理
事
長

織

田
正
道

を
進
め
ま
す
。
今
ま
で
の
業
務
の
あ
り
方
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
た
な
視
点
や
発
想
で
、
業
務
の
革

新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
も
介
護
も
、
そ
ン」で
働
く
人
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
人
材
の
確
保
と

定
着
、
さ
ら
に
は
各
職
種
の
キ
ヤ
リ
ア
ア
ツ
プ
を
図
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
短
時
間
労
働
正
職
員
制
度

に
代
表
さ
れ
る
多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入
な
ど
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
。
パ
フ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
法
人
方

針
並
び
に
各
分
野
の
目
標
を
示
し
ま
す
。

日

日

日

□

「保
健

・
予
防

‐
医
療

‐
介
護

・
福
祉
分
野
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ろ
プ
ム

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
！
」

園
日
囲
□

「生
活
習
慣
病
の
予
防

・
改
善
に
継
続
的
に
取
り

組
み
、
地
域
の
人
々
の
健
康
を
守
り
ま
す
」

①
人
間
ド
ツ
ク
、
二
次
検
診
、
特
定
健
診

。
特

定
保
健
指
導
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
り
ま
す

②
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
教
室
、
栄
養
教
室
の
継
続
を
図
り
ま
す

③
保
健
指
導
の
担
い
手
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

育
成
に
努
め
ま
す

「地
域
に
求
め
ら
れ
る

（
一
般
）
急
性
期
病
院

と
し
て
、
更
な
る
医
療
の
質
の
向
上
と
効
率
化
を

進
め
ま
す
」

①
急
性
期
病
院
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
、

抜
本
的
な
組
織
革
新
を
行
い
ま
す

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
断
行

・
各
診
療
科
、
各
部
門
を
効
率
的
組
織
横
断

的
シ
ろ
ア
ム
ヘ大
胆
に
見
直
し

。
各
種
業
務
、
人
員
配
置
の
抜
本
的
な
見
直
し

（成
果
、
付
加
価
値
の
無
い
業
務
は
廃
止
）

。
会
議
、
各
委
員
会
の
見
直
し

（即
解
決
、
効
率
化
を
図
る
）

②
救
急
医
療
の
充
実
と
医
療
連
携
の
強
化
に
努
め
ま
す

。
三
六
五
日
紹
介
、
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
強
化

。
積
極
的
な
情
報
発
信
、
地
域
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョン
を
確
立

③
セ
イ
フ
テ
イ
ー
マネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る
向
上
に
努
め
ま
す

④
百
周
年
記
念
事
業
を
執
り
行
い
ま
す

。
記
念
誌
発
刊

。
記
念
講
演
会
、
祝
賀
会
開
催

「脱
施
設
化
に
向
け
て
、
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
ケ
ア
理
念
の
浸
透
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
」

①
個
別
性
を
重
視
し
た
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
の
更
な
る
推
進
に

努
め
ま
す

②
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、
「認
知
症

ケ
ア
」
の
教
育
研
修
に
力
を
注
ぎ
ま
す

③
施
設
内
感
染
予
防
や
転
倒
転
落
防
止
を
中
心

と
し
た
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る

向
上
に
努
め
ま
す

①
全
分
野
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
面
連
携

（総
合
ヘル
ス
ケ
ア
シ
ろ
ア
ム
構
築
）
を
推
進
し
ま
す

。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護
ろ
ア
ー
ンヽ
ョ
ン
の

サ
テ
ラ
イ
ト
を
病
院
内
に
開
設

・
医
療
と
介
護

（基
本
）
情
報
を
電
子
化
し
、

一
元
化
と
共
有
化
を
推
進

②
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す

。
誕
生
日
休
暇

（前
後
三
日
間
）
制
度
導
入

。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
が
フ
ン
ス
の
推
進

短
時
間
労
働
正
職
員
制
度
適
応
拡
大

多
様
な
勤
務
形
態
の
試
み
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ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
開
設

一
〇
周
年
記
念

昨
年
は
祐
愛
会
ス
タ
ッ
フ
皆
様
の
御
協
力
の
お
陰

で
無
事
ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
設
立

一
〇
周
年
記
念

行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
は
今
年

一
二
年
目
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
は
認
知
症
対
応
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
さ

ら
に
一
ヶ
所
谷
所
に
オ
ー
プ
ン
し
、
認
知
症
対
応
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
四
ヶ
所
と
な
り
利
用
者
も
徐
々
に
増

加
し
て
お
り
、
現
在
日
中
の
ゆ
う
あ
い
ヴ
イ
レ
ツ
ジ

の
利
用
者
数
は
サ
テ
ラ
イ
ト
や
入
所
も
含
め
る
と
毎

日
二
〇
〇
名
を
超
え
る
方
に
御
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
入
所
、
通

所
と
も
に
利
用
者
の
介
護
度
、
医
療
依
存
度
の
重

度
化
、
認
知
症
の
増
加
と
い
っ
傾
向
は
続
い
て
お
り
、

こ
の
傾
向
は
今
後
も
変
化
は
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
、
病
院
と
の
連
携
が
さ
ら
に
重
要
な
も
の
と
な
つ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
よ
り
重
度
の
方
の
入
所
と

い
２
）と
に
関
し
て
言
え
ば
老
健
で
の
看
取
り
が
多

く
な
り
昨
年
は
月
平
均

一
名
の
看
取
り
を
行
い
ま
し

た
し
、
終
末
期
を
老
健
で
過
ご
さ
れ
る
方
が
常
に

一
～
二
名
お
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

設
立
当
初
、
介
護
保
険
三
施
設

（老
健
、
特
養
、

介
護
療
養
型
病
院
）
は
そ
れ
ぞ
れ
機
能
的
な
区
別

が
あ
り
、
老
健
で
の
看
取
り
機
能
は
あ
ま
り
考
え

て
お
ら
れ
な
か
つ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
現
在
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
入
所
施
設
す
ベ

て
で
看
取
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
お
り
、

学
会
な
ど
で
も
看
取
り
の
介
護
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ゆ
う

あ
い
ヴ
イ
レ
ツ
ジ
に
は
老
健
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
二

ヶ
所
の
入
所
施
設
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
で
の
看
取
り
対

応
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
す
。

通
所
部
門
で
は
、
軽
～
中
度
の
認
知
症
で
在
宅

生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
が
こ
の
地
域
で
も
潜
在
的
に

か
な
り
の
数
お
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
認

知
症
対
応
可
能
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
四
ヶ
所

（合

計
利
用
定
員
七
〇
名
）
に
増
や
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
ゆ
う
あ
い
ス
タ
ツ
フ
が
認
知
症
の
進
行
予

防
や
御
家
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は

織
田
病
院
や
地
域
の
先
生
方
と
の
連
絡
を
さ
ら
に

密
に
し
利
用
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
特
定
高
齢
者
、
要
支
援
レ
ベ
ル
の
方

の
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
そ
の
有
効
性
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
ゆ
う
あ
い
ヴ
イ
レ
ツ
ジ
で
も
。ハ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
明
確
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
次
年
度
改
定
予
定
の
介
護
報
酬
の

概
要
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
三
％
の
増
額
改

定
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
我

々
実
際
に
介
護

に
携
わ
り
、
運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
と
つ
て
は

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
来
年
度
は

，
）の
改
定
内
容
を
十
分
に
分
析
し
、

皆
で
智
恵
を
出
し
合
っ
て
利
用
者
の
満
足
度
ア
ッ
プ

と
さ
ら
な
る
経
営
の
安
定
を
は
か
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

昨
年
来
の
経
済
危
機
で
様

々
な
産
業
が
打
撃
を

受
け
今
年
は
不
況
が
進
行
し
多
く
の
失
業
者
が
出

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

の
高
齢
化
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
り
、
二
〇
三
五

年
が
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、
そ
の
た
め
介
護

福
祉
分
野
は
今
後
ま
す
ま
す
の
需
要
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
人
材
も
も
っ
と
必
要
に
な
り
ま
す
。
祐

愛
会
の
介
護
福
祉
分
野
を
担
う
ゆ
う
あ
い
ヴ
イ
レ
ツ

ジ
で
は
常
に
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
今
後
の
局
齢

化
社
会
へ
の
対
応
を
計
画
し
て
い
る
所
で
す
。
皆
様

の
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
法
人
で
は
認
知
症
ケ
ア
向
上
の
取
り
組

み
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
モ
ン
ド

ケ
ア
グ
ル
ー
プ
と
提
携
し
交
流
を
お
こ
な

っ

て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
日
本
と
同

様
に
高
齢
化
と
認
知
症
の
有
病
率
の
増
加
が

大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。　
ハ
モ
ン
ド

ケ
ア
の
特
徴
は
、
明
確
な
ケ
ア
の
理
念
を
掲

げ
、
そ
の
理
念
に
基
づ
い
た
認
知
症
高
齢
者

の
た
め
の
環
境
を
整
備
し
、
独
自
に
開
発
さ

れ
た
評
価
ス
ケ
ー
ル

（９
ミ
）
で
評
価
を
行

い
、
個
別
的
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
と
そ
の
実
施
を
お
こ
な

つ
て
い

る
こ
と
で
す
。

～
ハ
モ
ン
ド
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
来
日
講
演
会
開
催
～

支
援
相
談
室
主
任
　
内
田
智
弘

こ

の
度

ケ

ア

コ
ー

ト

ゆ

う

あ

い
が

開

設

一
〇

周
年

を

迎

え

た

記
念

行

事

と

し

て
、

ハ
モ

ン
ド

ケ

ア
グ

ル
ー

プ

よ

リ
ジ

ヤ

ツ
ド

理
事

長

は

じ

め

講
師

の
方

を

日

本

に
お
招
き
し
、

高

齢

者

ケ

ア

・

認
知
症
ケ
ア
の
実
践
に

つ
い
て
貴
重
な
助

言
、
指
導
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
九
月

一
七
日
に
は
鹿
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
エ
イ
ブ
ル
）
に
て

「高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
お
け
る
り
―
ダ
ー
シ
ツ
プ
と
成

長
」
「認
知
症
介
護
の
将
来
展
望
」
と
題
し

た
講
演
会
を
開
催
し
、
地
域
で
高
齢
者
介

護
に
携
わ
る
多
く
の
方
に
も
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。

今
後
も
私
た

ち
は
国
内
外
の

優

れ

た

高

齢

者
ケ
ア
、
認
知

症
ケ
ア
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
採
り
入

れ
、
地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立

て
る
サ
ー
ビ
ス

の
構
築
を
目
指

し

て

い

き

ま

す
。

暴

占
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出
現
は

「時
間
の
問
題
」
と
い
わ
れ
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
は
全
く
違
う
強
毒
性
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
で
、
容
易
に
感
染
し
、
致
死
率
の
局

い
病
気
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
え
ば
、
高
熱
、
関
節
の

痛
み
、
呼
吸
器
症
状
が
典
型
的
な
症
状
で
す

が
、
今
回
。ハ
ス
ア
ヽヽ
シ
ク

（大
流
行
）
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
体
の
あ

ち
こ
ち
に
出
血
を
引
き
起
こ
し
、
あ
っ
と
言
う

間
に
多
臓
器
不
全
、
口
ｏ
、
敗
血
症
と
急
激

に
重
篤
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
報
告
で
は
、

日
本
国
内
で
、

三
二
〇
〇
万
人
が
感
染
し
、
六
四
万
人
～

二
〇
〇
万
人
が
死
亡
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
個
人
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
推
計

は
、
ま
だ
ま
だ
楽
観
的
な
推
計
で
、
も
っ
と
死

者
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「罹
患
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
死
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
感
染

症
」な
の
で
す
。
現
時
点
で
、
想
像
す
る
こ
と
は
、

難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
〇
〇
三
年

の
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
Ｇ
＞
刀
り
流
行
時

よ
り
も
確
実
に
、
社
会
や
経
済
が
、
混
乱
し
、

大
き
な
被
害
を
生
じ
る
で
し
ょ
う
。

≦
工
ｏ
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の

指
標
と
し
て
六
つ
の
「
訂
Ｘ
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て

警
告
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
「国
外
で
ト

リ
か
ら
ヒ
ト
ヘ
感
染
が
み
ら
れ
、
国
内
で
は
ト

リ
か
ら
ヒ
ト
ヘ感
染
し
た
患
者
は
発
生
し
て
い
な

い
」
状
態
で
、
今
現
在
「
ヨ
∽＆
＞
の
状
態
で
す
。

「
海
外
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト

か
ら
ヒ
ト
ヘ
の
感
染
が
確
認
」
さ
れ
れ
ば
、

「
訂
∽Φ卜＞
と
な
り
、
県
単
位
で
、
発
熱
外
来

が
設
置
さ
れ
、
国
を
あ
げ
て
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
入
防
止
、
拡
散
防
止
を
図
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、

日
帰
り
で
、
国
と
国
を
行
き
来
が
で
き
る
こ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
は
、
水
際
で
の
国

内
へ
の
流
入
防
止
は
不
可
能
で
す
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ヒ
ト
ヒ
ト
感
染
の
海
外
発
生
確

認
か
ら
約
二
週
間
か
ら
四
週
間
程
度
で
、
日

本
に
上
陸
す
る
だ
ろ
う
と
い
つ
推
計
が
出
て
い

ま
す
。
「
日
本
で
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
の
感
染
が
確

認
」
さ
れ
れ
ば
、
Ｐ
”∽Ｒ
ω
と
な
り
、
学
校

は
休
校
。
県
は
、
外
出
を
控
え
る
よ
う
勧
告
し
、

疑
わ
し
い
患
者
は
全
て
、
県
の
指
定
病
院
で
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
の
感
染
が
集
団
発
生
段
階
に
な
れ

ば

平
”∽３

と
な
り
、
指
定
病
院
だ
け
で
は
対

応
不
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
点
で
、
外
来

患
者
対
応
は
、
武
雄
杵
島
地
区
医
師
会
館
と

エ
イ
ブ
ル

（保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
も
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
が
必
要
な
患
者

は
、
こ
の
時
は
ま
だ
、
公
的
病
院
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
的
病
院
も
す

ぐ
に
満
床
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
当
院
で
は
、
①
発
熱
外
来
チ
ー
ム
の
派
遣
、

②
入
院
患
者
の
早
期
退
院
促
進
、
③
緊
急
性

の
な
い
患
者
の
入
院
自
粛

（救
急
体
制
）
、
④

入
院
患
者
の
死
亡
時
の
対
応
確
認
を
と
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
流
行

（。ハ
ヱ
て

シヽ
ク
）
時
に
は
Ｐ
ｐ∽８

と
な
り
、
県
主
導
に
よ
る
食
料
配
給
、
治
安

維
持
の
徹
底
、
県
は
、
死
亡
者
の
火
葬
場
の

確
保
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
点

で
既
に
、
医
療
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
や
、
予
防
内

服
用
タ
ミ
フ
ル
は
、
底
を
つ
い
て
い
て
、
我
々
に

は
、
回
っ
て
こ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
当

院
で
は
、
救
急
体
制
と
な
り
、
生
き
残
っ
た

職
員
で
対
応
す
る
。
入
院
の
必
要
な
患
者
は
、

当
院
で
も
入
院
治
療
す
る
。
病
院
は
、
死
亡

患
者
の
安
置
場
所
の
確
保
を
す
る
等
の
対
策

を
考
え
て
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
の
て
工
〇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。ハ
ン

デ
ヽヽ
シ
ク
計
画
以
来
、
各
国
で
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
パ
ス
て

シヽ
ク
対
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
妥
工
〇
が
、
国

。
県

。
地
域

主
導
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ス
て

，ヽ
ク
対

策
の
必
要
性
に
つ
い
て
勧
告
し
ま
し
た
が
、
国

の
対
応
の
遅
れ
か
ら
、
各
機
関
に
お
い
て
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
対
策
は
ま
だ
ま
だ

具
体
的
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

新
し
い
機
序
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
増
殖
を

抑
え
る
新
薬
の
開
発
な
ど
、
期
待
で
き
る
話

題
も
あ
り
ま
す
が
、
タ
ミ
フ
ル
耐
性
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
出
現
し
て
お
り
、
楽
観
で
き
な
い
状

況
で
す
。
国
も
よ
う
や
く
、
楽
観
的
観
測
か

ら
現
実
路
線
に
方
向
を
転
換
し
、
二
〇
〇
五

年
に
策
定
し
た
行
動
計
画
を
全
面
的
に
改
訂

す
る
こ
と
が
、
二
〇
〇
九
年

一
月
八
日
付
け

の
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
個
人
レ
ベ
ル

の
理
解
、
地
域
に
お
け
る
相
互
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
今
２
つ
ち
に
理
解
を
深
め
、
準
備

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人
レ
ベ
ル
の
具

体
的
な
対
策
指
針
は
、
厚
生
労
働
省
や
、
佐

賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
方
は
是
非
読
ん
で
下

さ
い
。

ス
日
本

上
陸
の
シ
ナ
リ
オ

（単
行
本
）

岡
田
晴
恵

（
著
）

一
六
人
○
円
（税
込
）

。
最
強
ウ
イ
ル
ス
ー
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
恐
怖

２
エ
バ
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ｘ

単
行
本
）

ｚ
エ
バ

「最
強
ウ
イ
ル
ご

プ
ロ
ジ
ェク
ト
（
著
）

Ｆ

Ｉ

Ｉ

隔
旧
旧
旧
匿

当
熙

訓

糾

∃

当
院
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

二
〇
〇
八
年
、
厚
生
労
働
省
は
病
院
勤
務
医

の
事
務
負
担
の
軽
減
を
緊
急
課
題
と
し
、
医
師

の
事
務
作
業
を
補
助
す
る
職
員
の
配
置
を
評
価

の
対
象
と
し
ま
し
た
。

当
院
で
も
医
師
事
務
作
業
補
助
者

（医
局

秘
書
）
が
導
入
さ
れ
、
循
環
器
科
に
二
名
、
医

局
に

一
名
配
置
と
な

つ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
業
務
か
と
い
う
と
、
主
に
は
こ
れ
ま
で
医
師

が
行

っ
て
い
た
診
断
書
等
文
書
作
成
や
診
療

録

。
処
方
箋
の
記
載
、
検
査
の
予
約
等
を
、
最

終
的
に
医
師
が
確
認
す
る
こ
と
を
条
件
に
私
た

ち
が
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
務
作
業
を
円
滑

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は

一
定
の
医
療
知
識

が
必
要
な
た
め
、
六
ヶ
月
間
の
研
修
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
事
務
負
担
が
軽
く
な
る
分
、
医
師
は
患
者
さ

ま
と
接
す
る
時
間
が
長
く
持
て
る
よ
う
に
な
る
』

と
い
う
の
が
導
入
の
目
的
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

そ
こ
ま
で
辿
り
着
け
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。
医
師
本
来
の
診
療
業
務
に
集
中
し
て

も

ら
う

こ
と

は
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向

上

に

も

つ
な

が
る
も
の
だ
と
考

え
ま
す
。
先
生
方

に
ほ
ん
の
少
し
で

も
負
担
感
が
減

っ

た
と
実
感
し
て
も

ら
え

る
よ
う

に
、

日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。

′

医
局
秘
書
紹
介

医
局
秘
書
　
渕
野
由
香
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2008年 10月 30日 か ら
11月 4日 まで、織 田理事
長、洋子先生 を含む法人
職員 12名 でハ ワイヘ旅立
ちました。

「あつという間の 6日 間だつたね。出国時は日本
を離れる切なさを感 じていたけど、帰国時は
逆に見ll■れた風景を見て切なかったね。」

「ホン ト楽しかったね。理事長と洋子先生は新婚
旅行以来のハ ワイデー トで、毎 日ラブラブで
ペアルックもかなりお似合い▼だつたし、私達
も食べて食べて体重は増え続け ↑↑↑・・・、
ハプニングも続出し思い出が盛 り沢山 !!」

「ハワイと言えばフラダンス。 レイを首からか
けて初 日から弾けたね。そのノリでバスを途
中下車しアラモアナヘショッピングに出かけた
ら・・・。その帰りの路線バスでホテル付近の
バス停が分からず、身振 り手振 りの英語は無視
され結局地図を見ながら歩いて帰つたね。」

「ショッピングも円高 ドル安だったから、皆買い
捲った し ! 毎晩ショッピングヘ出掛けハロ

ウィンパ レー ドの 日は、小雨の中必死に帰つ
たね。怖かった

「ハロウィンを満喫していたのは洋子先生だったね。
愛する理事長へのサプライズプレゼン トかもワ

"J

B:「 そ うそ う、ショッピン
グの途 中で有名人 に
も会つたねc残念なが
ら写真 は撮れ なかっ
たけ ど握手が出来た
か ら満足。」       ~~~~~~~~―

――――一―

A:「 あとハワイ と言えば海だよね。オアフ島巡 りで
行 った ビーチも青 く澄んでキレイかったけど、
や つぱ り水着を着て皆で ビーチバ レーをや つ
たのは最高に楽 しかった !!ビーチバ レー し
ているのは私達だけで 自分の年齢 を忘れ遊ん
でいた 。・ 。。浜辺 を見ればアメ リカ人の注
目の的だったね。J

B:「他にも日立の木やダイヤモン ド・ヘ ッドなど絶
景を見なが ら観光 したね。 あま りの楽 しさに
現実逃避 し、ハ ワイで過 ごした 4日 間があつ
とい う間に終わつた気がする。」

A:「帰国する前夜はホテルのベランダで夜景を見な
がら 4日 間を振 り返 り、語 り合ったね。」

A・ B「 このような楽 しい時間を過 ごす事ができ、研
修 中お仕事 をされていた職員の皆様へ感謝 し

ています。 そ して理事
長 。洋子先 生、 ともに

旅 した 8名 の皆 さんヘ

この場 を借 りてお礼 を
申 し上 げます。 み な さ
―ん、ハ ワイ行 きの声
が掛 か った ら、断 らず
行 くべ きです !! す
っごく楽 しいですよ。」

○ゆうあいヴィレッジ

木原智美さん ○織田病院

竹本愛さん

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？

無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
大
人
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
行

動
し
、
社
会
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
大

人
に
な
り
た
い
で
す
。

②
成
人
し
て
や
つ
て
み
た
い

」と
？

今
し
か
で
き
な
い

）と
を
た
く
さ
ん
経
験

し
た
い
で
す
。

③
自
己
「
刀

患
者
様

一
人
ひ
と
り
に
優
し
さ
を
与
え
、

笑
顔
で

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？

無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
年
と
い
つ
月
日
は
本

当
に
あ
つ
と
い
う
間
で
し
た
。
ま
だ
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
と
い
つ
実
感
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
感
じ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
周
り
の
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
責
任
あ
る
行
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
こ
こ
ま
で

育
て
て
く
れ
た
両
親
に

「あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

②
成
人
し
て
や
っ
て
み
た
い

」と
？

こ
れ
か
ら
も
つ
と
働
い
て
お
金
を
貯
め
、

友
達
や
先
輩
と
旅
行
へ行
き
た
い
で
す
。
若

い
時
に
し
か
出
来
な
い
」と
を
い
つ
ぱ
い
楽
し

み
た
い
で
す
。

③
自
己
「
刀

ゆ
う
あ
い
に
入
職
し
て
四
月
で

一
年
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
に

色
々
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
を
自
分
の
も
の

に
し
、
笑
顔
を
忘
れ
ず

一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

三
ケ
月
間

内
科
研
修
医

と
し
て
お
世

話

に
な
り
ま

し
た
。
　
一
年

目
の
最
初

に

大
学
病
院
で

内

科

を

回

っ

た
と
き
と
異
な
り
、
外
来
の
経
験
も
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
、
入
院
の
診
療
に
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
内
科
の
先
生
方
を
始
め
他
科
の

先
生
方
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
し
っ
か

リ
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
働
き
や

す
い
環
境
で
し
た
。
異
な
る
職
種
間
の
連
携
が

ス
ム
ー
ズ
で
あ
り
、
各
種
委
員
会
の
活
動
も
活

発
な
織
田
病
院
は
、
大
学
病
院
で
の
勤
務
経
験

し
か
な
い
私
の
目
に
は
新
鮮
で
あ
り
、
魅
力
的

に
映
り
ま
し
た
。
今
後
は
神
戸
大
学
放
射
線
科

に
入
局
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
得
た
こ

と
を
活
か
し
て
関
西
で
も
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
逢
う

日
ま

で
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日
々
感
じ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部署弓1報告書紳14月 ～12月 |

.たよ‖

縣 副 卦

…

り M用 薬 酬 調

TttT善 |

行鷺

詩

酬し肝
睾

塾

製
Ｆ
Ｆ

黎
贅
蓼

≡
一
限…

Ｏ
ξ

を
車
　

　

一見

化
を
高
め
る
た
め
の
活
動
は
、
さ
ら
に
組
織

一　
着家
活
動
を
お
こ
な
い
安
全
文
化
が
根
付
い
て
い
　
一一
〓
〓
　
　
流
氷
の

ひ
し
め
き
合
え
る

月
下
か
な
　
　
　
　
　
　
　
杜
秋

横
断
的
な
活
動
や
、
周
知
徹
底
の
難
し
さ
を

一　
く
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
　
一耳

≡
　
　
寒
椿

紅
の
光
は

風
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浙
吾

脚
粍
誠
籍
棟
師
長
ｔ
薯
護
認

一
腱
斗
鰐
瀞
鶉
証
舜
鶏
磁
め
≡
一
藤
ト
レ
知
喰

月
、
未
熟
者
で
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

一　
　
イ
ン
シ
デ
ン
ト
ア
ク
シ
デ
ン
ト
報
告
書
は
出
　
一一
雪
〓
　

日
が
あ
る
と
油
断
し
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
と
き
人
生
の
時
計
は
と
ま
つ

一
医
療
安
全
委

員
会
便
り
　
一

，
鮨
　
　
　
　
　
名
誉
理
事
長

織
田

五
二
七

『ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
医
療
安
全
委
員
会

リ
ス
ク
マ

一
度
し
か
ね
じ
を
ま
か
な
い
。
そ
の
針
が
い
つ
止
ま
る
か
、
お
そ
く

く
か
、
誰
も
し
ら
な
い
。

時
間
だ
、
生
き
よ
、
愛
せ
よ
、
そ
し
て
心
を
つ
く
し
て
働
け
。
明
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会 (研究会)・ 講演 (講義)・ 論文発表 (平成 20年 )

【学会 (研究会)発表】

◎医学関係
。九州B型肝炎フォーラム (1月 12日 ホテルニューオータニ博多 )

松延亜紀 「若年者B型慢性肝炎の2例―今後の治療方針について」
。佐賀消化器外科アーベント (2月 6日 マリトピア)

浦田雅子 .順壁療痕ヘルニアに対するComponent Separま bn TechntueJ

・学習療法研究会大会 (4月 27日 大阪)

鐘ヶ江寿美子、山崎律美、石橋カズヨ、川島隆太、小泉俊三 .

「認知症高齢者の学習療法評価尺度の開発」
。第21回総合診療ケースカンファレンス (5月 21日 マリトピア)

朝長元輔 「内科医が知っておきたい産婦人科疾患

～ Fitz Hugh Curtis症候群の一例」
・Hammond Care's7th Biennial Dementia Conrerence 2008

(6月 17日 シドニー )

鐘ヶ江寿美子、山崎律美、石橋カズヨ、川島隆太、小泉俊三
「Measuring the EfFectiveness oflearning Therapy」

・第21回 日本疼痛漢方研究会 (7月 25日 東京コクヨホール )

柿添亜矢 。「柴胡剤が奏功した三叉神経痛の1例」
・弟9回 日本認知症ケア学会 (9月 27日 高松)

鐘ヶ江寿美子、山崎律美、石橋カズヨ、川島隆太、小泉俊三
「認知症高齢者用学習療法対象者のための日常生活スケールの開発」
。第 60回 日本気管食道科学会 (H月 6日 熊本 )

清原英之、梅崎俊郎、澤津橋基広、織田正道、小宗静男、他 .

「礁下内視鏡検査における嗽下性肺炎のリスク評価 J

・第22回総合診療ケースカンファレンス (11月 19日 マリトピア)

朝長元輔 .「 内科医が知っておきたい泌尿器疾患～膀洸癌の4例 J

・佐賀西部消化器勉強会 (H月 27日 武雄杵島医師会館 )

中野良、坂田泰志、松永圭司 .

「咽頭痛を主訴とした 60歳発症のクローン病の1例」

松永圭司、坂田泰志、中野良 .

「バレット食道から発生した食道腺癌の1例 J

・ 日本耳鼻咽喉科学会佐賀県地方部会 (12月 13日 マリトピア)

澤津橋基広、清原英之、鷲崎政治、柿添亜矢、織田正道、

小宗静男 「当院における短期滞在鼓室形成術の試み ―中耳

手術 218例 (232耳 )の検討」

◎看護・介護・福祉 。薬学・事務部関係
。第7回医療マネジメント学会佐賀地方会

(2月 9日 武雄市文化会館 )

何本健太郎 「注射エラー防止の取り組み～アンケート調査に

よる現状分析～」

山田のぞみ .「抗がん剤を取り扱う医療従事者のリスク軽減を

めざしてJ

野田知世 。「針刺し事故後の職員の受診の実態 J

。平成 20年度佐賀県放射線技師学術大会

(6月 22日 鹿島市エイブル )

宮崎公志「診療連携ネットワークシステムを導入して」
。第 19回全国介護老人保健施設京都大会

(8月 27日 ～ 29日 京都府 国立京都国際会館 )

橋間祐也、太田安幸、安永勝子、鐘ヶ江寿美子
「総合的機能評価による多職種連携と認知症ケア ～不安の

声から喜びの声へ～J

・ 日本認知症ケア学会 (9月 26日 ～ 28日 香川県高松市)

野中繁昇、市丸徳美、安永勝子、鐘ヶ江寿美子
「利用者のケアグループ選定方法 ～J― CPATを活用した

ケアグループ選定基準の作成と活用～」

北川英俊、永田万里子、貞松礼子、峯みちる
「グループホームに総合的機能評価を導入し、心のケアが向上した

一例 ～ 日本語版CPATを活用して～」

・佐賀県介護老人保健施設職員研修会

(10月 29日 佐賀市文化会館 )

野中繁昇、市丸徳美、安永勝子、鐘ヶ江寿美子

町―CPAT活 用によるケアグループの再編成 J

。第 3回九州放射線医療技術学術大会

(11月 2日 宮崎県 宮崎市民プラザ)

宮崎公志 .「 画像情報ネットワークシステムを導入して」
。第50回全 日本病院学会東京大会

(H月 22日 23日 東京都 都市センターホテル)

田島まり子、久富久美子、江口利信、西村美枝子、西山雅則
「当院における退院支援の効果と問題点」

谷口繁樹、吉村早苗、吉村かおり、佐藤晴子、江口富士子、

西村美枝子、西山雅則「与薬エラー防止の取り組み 」

牛島久美子「糖尿病患者への支援～講義型から参加型へ～ 」

土井弥生 .「 生活習慣病予備軍への効果的な行動変容について」
。第 1回医用画像情報管理フォーラム (12月 13日 佐賀大学医学付属病院)

宮崎公志「画像情報ネットワークシステムを導入して J

【講演】

◎医学関係
・白石町民生委員研修会 (1月 11日 ひだまり館 )

鐘ヶ江寿美子 。「認知症とは」
。AIM研究会 (2月 5日 ホテルセンチュリーヒルズ 朝倉市)

澤津橋基広 .「内科に必要な耳鼻科疾患」
・認知症サポーター研修会 (2月 16日 鹿島市商工会議所 )

鐘ヶ江寿美子 .「認知症とは」
・介護相談員研修会 (2月 18日 杵藤地区介護保険事務所 )

鐘ヶ江寿美子 .「認知症の方への接し方」
・第 22回鹿島市みんなの集い (3月 2日 鹿島市民会館 )

中島1原子 「あなたのからだの中をのぞいてみたら」

・佐賀県ソーシャルワーカー協会講演 (3月 8日 佐賀大学医学部)

鐘ヶ江寿美子 .「 日豪高齢者ケア・認知症ケアの比較 J

・がん予防県民公開セミナー (3月 8日 鹿島市民会館 )

伊山明宏 。「平Lがんについて」
。認定調査員現任者研修会 (3月 19日 伊万里市役所 )

鐘ヶ江寿美子 。「認知症の中核症状・周辺症状の評価」

・赤ちゃんのためのスキンケアー勉強会 (7月 15日 鹿島市エイブル)

織田洋子 「夏の皮膚トラブル対策 !」

・鳥栖地域リハ広域支援センター講演 (9月 13日 緑生館 )

鐘ヶ江寿美子 .「介護予防事業:軽度認知障害・早期認知症の評価」
。白石町地域包括支援センター講演 (9月 20日 白石公民館 )

鐘ヶ江寿美子 「認知症の早期対応」
・嬉野漢方のつどい (10月 2日 大正屋 )

柿添亜矢 「耳鼻咽喉科外来における漢方の使用経験 J

・鹿島機械工業KK健康講話 (10月 7日 鹿島機械講堂)

西山雅則 「喫煙と禁煙外来についてJ

・佐賀県老人福祉施設協議会講演

(10月 31日 佐賀市産業振興会館 )

鐘ヶ江寿美子 「認知症に関する基礎知識 J

・杵藤地区地域リハ広域支援センター介護予防実務者研修会

(12月 5日 白石共立病院)

鐘ヶ江寿美子 「軽度認知障害、早期認知症、認知症予防

の基礎知識」

◎看護 。介護 。福祉・薬学 。事務部関係
。第10回 東海青年医会学会 (2月 17日 名古屋 名古屋国際会議場)

田島まり子「 当院における退院支援の取り組み 」

・NOSAI杵島地区研修会 。(6月 26日 杵島地区農業共済組合)

土井弥生 。「職員の健診後の健康管理について」
。第1回唐津心臓リハビリテーションフォーラム

(8月 1日 唐津りふれホール )

田島まり子 .「 当院における退院支援の取り組み 」
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。第 11回湯陶里会 (8月 29日 織田病院)

坂田善和 .「 モニターの精度管理について J

・杵藤地区介護支援専門員協議会研修

(11月 26日 白石町 福富ゆうあい館 )

田島まり子 。「介護支援専門員と医療との連携 」
。光風荘職員研修会 (11月 26日 光風荘)

土井弥生 。「職員の健診後の健康管理について」
。白川病院研修会 (12月 4日 岐阜 白川病院)

西村美枝子、田島まり子「医療福祉連携システム運用と効果 」

【講義】

◎医学関係
。神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部講義 (1月 24日 )

鐘ヶ江寿美子 .「 日豪高齢者ケア・認知症ケアの比較 J

・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義

織田洋子 「成人看護一皮膚科」 (4月 8。 15・ 22日 )

。佐賀県立看護学院保健学科講義

西山雅則 .「地域保険と高齢者保健指導 I」 (6月 10日 )

鐘ヶ江寿美子 。「地域保険と高齢者保健指導Ⅱ」 (7月 9日 )

・佐賀大学医学部医学科4年生 (11月 25日 )

「介護と在宅医療 。地域医療連携」

◎看護 。介護・福祉 。薬学・事務部関係
・鹿島藤津地区医師会立看護高等専修学校講義 (4月 8。 15日 )

江口利信 。「 日本の保健医療福祉のしくみと特徴 」、
「今後の保健医療福祉 」

・佐賀県立産業技術学院福祉サービス科講義

(7月 4日 。11日 佐賀県立産業技術学院 )

江口利信「老人。障害者福祉論 (高齢者の障害者への保健・

医療・福祉の総合的援助、相談 。支援、事例)」

【論文。著書】

・鐘ヶ江寿美子、市丸徳美、千々岩親幸、Rたhard Flemmhg、

小泉俊三 :日 本語版 Care Plan面 ng Assessment Todの 作成と

信頼性・妥当性の検討 日本老年医学会 ,2008

・土井弥生 :コメディカルスタッフの活躍を追う～病院における

保健師の役割について 。Lyb Stメe Meddne,2(2),191194
・田島まり子 :病院から始める退院支援―退院支援定着への

取り組み― .(株 )

日本看護協会出版会 ,ナーシング・トゥデイ,2008年 5月 号

今
回
で
十
三
回
目
を
迎
え
る
ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会
が

昨
年
の
十
二
月
二
十
日

（土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演

題
は
十
二
題

（う
ち
志
田
病
院
様
よ
り
二
題
）
と
多
く
の

演
題
を
い
た
だ
き
、
年
を
経
る
毎
に
充
実
し
た
研
究
発
表
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
Ｉ
群
は
介
護
分
野
に
関
す
る
演
題
、
第
Ⅱ
群
は
病
棟

に
関
す
る
演
題
、
第
二
群
は
患
者
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
改
善

に
お
け
る
発
表
で
し
た
。
第
Ｉ
群
は
、
ｏ
「
＞
↓

（総
合
的
機

能
評
価
票
）
を
活
用
し
た
精
神
的
ケ
ア
の
充
実
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ヤ
ー
か
ら
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
自
己
点
検
票
の
改
善
に
つ
い
て

な
ど
、
入
居
者
の
多
様
な
心
理
的
ニ
ー
ズ
や
認
知
症
の
精
神

症
状
へ個
別
に
対
応
し
、
円
滑
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
課
題

と
な
る
テ
ー
マ
で
し
た
。

第
Ⅱ
群
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ナ
ー
ス
と
し
て
の
看
護
計

画
立
案
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
意
識
の
変
化
が

み
ら
れ
た
発
表
で
し
た
。
昨
年
、
六
月
ょ
り
新
た
に
病
棟
リ

エ
ゾ
ン
ナ
ー
ス
が
配
置
さ
れ
病
棟
リ
エ
ゾ
ン
ナ
ー
ス
か
ら
の
演

題
も
あ
り
、
入
院
時
か
ら
早
期
に
連
携
を
図
リ
ス
ム
ー
ズ
な

退
院
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
度
痛
感
し
ま
し
た
。

第
Ⅲ
群
で
は
、
健
診
に
お
け
る
便
潜
血
検
査
の
陽
性
率

や
膝
関
節
領
域
の
画
像
向
上
、
大
腸

国
く
電
ハ
ス
の
改
定
に

つ
い
て
の
演
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
栄
養
科
で
の
見

た
目
を
変
え
た
キ
ザ
ミ
食
で
は
理
事
長
の
提
案
か
ら
始
ま

り
、
利
用
者
の
反
応
は
好
評
で
日
々
改
良
に
取
り
組
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
佐
賀

大
学
医
学
部
放
射
線
科
の

水
口
昌
伸
先
生
に
よ
る

「放

射
線
科
か
ら
見
た
医
療
安

全
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
医

療
安
全
に
関
わ
る
者
と
し
て

は
興
味
深
い
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
患
者
の
不

満
度
が
事
を
重
大
化
す
る

と
い
２

）と
を
実
感
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

第
十
三
回
ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会

看
護
部
三
階
病
棟
主
任谷

口
繁
樹

前
回
ま
で
は
、
患
者
様
の
退
院
時
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
選
ん

で
い
ま
し
た
が
、
（Ｄ
ｒ
や
病
棟
看
護
部
に
票
が
偏
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
）
今
回
よ
り
全
ス
タ
ッ
フ
の
投
票
に
よ
り
選
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

表
彰
テ
ー
マ
と
し
て
、
「笑
顔
・挨
拶
」
「頑
張
っ
た
で
し
よ
つ
」

の
二
項
目
で
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

（表
彰
者
は
リ
ス
ト
参
照
下
さ
い
）

そ
の
他
、
「年
間
病
院

ζ
＜
「
賞
」
、
「年
間
優
秀
賞
」
、
「特

別
賞
」
な
ど
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
致
し
ま
す
。

」
／＜

年「EIMvP賞

:「 署 受賞者代表

織田病院

機能評価委員会 伊山ヨ慌長

年間優秀賞

特別賞

曙

ゆうあいヴィレッジ "械
一ヽ座  1  野中 昌子(代詢

受■理由:佐■めか 圧んて介口保脚Ю広帽活Ш:よる受■

クラブ活動

軟式野球チーム 祐愛会

ゆ

う

あ

い
ヴ

ィ

レ

ツ
ジ

医
事
課

久
我
佳
子
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ブ
ツ
ク
エ
ン
ド
中（

【病
院
図
書
室
】
　
　
　
　
　
　
築

。
ジ
ヤ
ン
＝
ド
ヽヽシ
ク
・
ボ
ー
ビ
ー
著

河
野
真
理
子
訳

「潜
水
服
は
蝶
の
夢
を
見
る
」

講
談
社
　
一
九
九
人

あ
る
日
突
然
自
分
の
身
体
が
動
か
な
く
な
っ

た
ら

・
・
・
、
自
分
を
取
り
ま
く
世
界
は
ど

の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
？

ジ
ヤ
ン
＝
ド
ミ
一ラ
ク

・
ボ
ビ
ー
は
、
雑
誌

置
ｒ
ｒ
型

の
編
集
長
と
し
て
活
躍
す
る
人
生
か

ら

一
転
脳
出
血
に
襲
わ
れ
身
体
の
自
由
を

一

切
奪
わ
れ
、
唯

一
動
か
せ
る
の
は
左
眼
だ
け
の

状
態
に
陥
り
ま
す
。
医
者
や
看
護
師
が
話
し

か
け
て
く
る
の
に
自
分
の
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
、

意
識
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
に
言
葉
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
ロ
ッ
ク
ト

・
イ
ン
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

（閉
じ
込
め
症
候
群
）
で
あ
る
こ
と
を
告
げ

ら
れ
ま
す
。
絶
望
的
状
況
の
中
で
、
リ
ハ
ビ
リ

を
行
い
瞬
き
で
合
図
す
る
と
い
つ
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
取
得
し
、　
一
筋
の
光
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
と
え
身
体
は
潜
水
服
の
よ
う
に
重
く
動

か
な
く
て
も
、
蝶
の
よ
う
に
想
像
と
記
憶
の
世

界
に
羽
ば
た
く
事
で
新
し
い
人
生
を
彼
は
全
う

し
ま
し
た
。

困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
時
、
初
め
て
人
は
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
の
で
は
な
い
で
し
よ
つ

か
？

絶
望
を
乗
り
越
え
生
き
て
い
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
も
ら
つ
た

一
冊
で
し
た
。

（理
学
療
法
士

伊
東
睦
子
）

。
人
代
嘉
美
著

「』コ

細
胞
～
世
紀
の
発
見
が

医
療
を
変
え
る
」
平
凡
社
新
書
、
二
〇
〇
人

。
川
渕
幸

一
著

「医
療
再
生
は
可
能
か
」

ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
人

・
読
売
新
聞
医
療
情
報
部
編

「数
字
で
み
る
一フ
ポ
ン
の
医
療
」

講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
人

・
鷲
田
清

一
、
内
田
樹
著

「大
人
の
い
な
い
国
～
成
熟
社
会
の
未
熟
な
あ
な
た
」

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
二
〇
〇
人

新
着
図
書

忘
年
会
に
て
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
す
ば
ら
し
い
パ
≧
Ｎ
回
ｚ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。
（全
表
彰
者
は
リ
ス
ト
参
照
下
さ
い
）

ニ
リ
ラ
ッ
ク
ス
入
浴
」

入
浴
効
果
を
高
め
る
た
め
、
乾
燥
よ
も
ぎ
を
袋
に
つ
め
浴
槽
に
入
れ
た
。
高
齢
患
者
様
に
好
評
で
す
。

三
階
病
棟
看
護
師

栗
山
聡
子
さ
ん

。
「化
学
療
法
の
ス
リ
ッ
。ハ
を
気
持
ち
よ
く
履
い
て
い
た
だ
く
た
め
」

消
毒
済
と
い
つ
カ
ー
ド
を
ス
リ
ツ
。ハ
に
は
さ
め
る
こ
と
で
、
患
者
様
に
気
持
ち
よ
く
履
い
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

外
来
看
護
師

小
野
銘
子
さ
ん

。
「リ
カ
バ
リ
ｌ

ζ
ユ

（栄
養
補
助
食
）
を
食
事
か
ら
間
食
と
し
て
提
供
含

食
事
と

´
緒
に
提
供
し
て
い
た
の
を
、　
一
〇
時
と

一
五
時
に
間
食
と
し
て
提
供
す
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

病
棟
で
の
食
事
量
の
把
握
が
徹
底
で
き
、
提
供
し
な
か
つ
た
分
は
返
却
で
き
る
の
で
、
破
棄
す
る
分
が

な
く
な
っ
た
。
（総
額

巨
８

葛̈
∞
／
月
の
削
減
）

給
食
委
員
会

（代
表

栄
養
士

牛
島
久
美
子
さ
ん
）

。
「患
者
様
へ
の
意
識
付
け
」

入
院
患
者
様
の
支
払
い
が
後
日
に
な
る
場
合
、
「債
務
弁
済
契
約
書
」
を
記
載
し
て
も
ら
い
、
支
払
い

期
日
を
決
め
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
期
日
ま
で
に
支
払
い
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

病
棟
医
事
課

村
吉
英
樹
さ
ん

。
「内
服
薬
の
服
用
ミ
ス
を
防
ぐ
」

朝

・
夕
の
内
服
薬
を
逆
に
服
用
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
朝
昼
夕
の
内
服
シ
ー
ト
に
マ
ジ
ッ
ク
で

そ
れ
ぞ
れ
赤
黄
青
の
色
を
つ
け
た
。

ゆ
う
あ
い
ヴ
イ
レ
ツ
ジ

一
階
療
養
棟

中
島
礼
子
さ
ん

。
松
本
喜
代
子
さ
ん

。
「ケ
ア
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス
書
類
の
準
備
負
担
の
軽
減
」

必
要
書
類
五
種
類
を
手
書
き
で
書
い
て
い

た
の
で
、
手
間
と
な
つ
て
い
た
。
Ｐ
ｏ２
で

書
式
を
作
成
し
、
そ
れ
に
入
れ
込
む
よ
う
に

し
た
。
三
ヶ
月
お
き
の
書
式
作
成
時
の
手
間
も

軽
減
さ
れ
た
。

ゆ
う
あ
い
ヴ
イ
レ
ツ
ジ
支
援
相
談
室

野
中
繁
昇
さ
ん

こ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
改
善
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
・

環
境
作
り

。
コ
ス
ト
削
減
を
行
う
た
め
に
、

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
改
善
し
て
い
き
ま
し

よ
う
。
（ひ
ら
め
い
た
ら
改
善
シ
ー
ト
の
提
出

忘
れ
ず
に
！
！
）

■全表彰者リス ト
改善テーマ別表彰リスト(病ω

改善テ  マ男J表彰 リスト(ゆうあいウィレッジ)

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
病
院
で
は
二
月
に
審
査

を
終
え
、
す
ば
ら
し
い
成
績
で
医
療
機
能
評

価
の
更
新
が
で
き
ま
し
た
。
ゆ
う
あ
い
ヴ
ィ
レ

ツ
ジ
で
は
四
月
に
認
知
症
対
応
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ゆ
う
あ
い
谷
所
の
開
設
、
さ
ら
に
九
月
に
は

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
開
設

一
〇
周
年
記
念
行

事
等
が
あ
り
、
祐
愛
会
は
さ
ら
に
大
き
く
発

展
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二

一
年
度
は

「総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
る
ア

ム
の
構
築
」
を
テ
ー
マ
に
法
人
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
法
人
各
部
署
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携

し
、
地
域
の
人
々
に
多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
つ
。

さ
て
、
ゆ
う
あ
い
報
お
だ
ぴ
た
る
も
今
年
で

一
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
院
内
報

二
回
／
年
、
医
療
連
携
便
り
三
回
／
年
の
発
行

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
法
人
ス
タ
ッ
フ
間
、

ま
た
法
人
と
地
域
医
療
機
関

。
施
設
を
結
ぶ

広
報
誌
と
し
て
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
広

報
委
員

一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寒
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
体
調
管
理

に
は
十
分
に
気
を
つ
け
、
今
年
も
法
人
お
よ
び

皆
さ
ん
に
と
つ
て
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
る
よ

う
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
つ
。
　

（宮
崎
公
志
）
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